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『もう一つ伺いますが、最終的な完成の期限は
事前に設定されているのではありませんか？』
「はい、この製品は１０月末にテストを完了し

て、１２月の中頃には市場に出すということに

なっています」

『組み込み製品の場合は、完成時期の方は非常
に高い優先度で決まっていますよね。要求仕様
書の作成を主プロジェクトから切り離したとし
ても、この作業を２ヶ月と期限を切った時点
で、サイズ見積もりが省かれていませんか？』
「それは、２ヶ月という期限が、今回の要求で

はどれだけの仕様の項目数が抽出されるかとい

うサイズ見積もりから仕様化作業に必要な工数

を算出したものかどうかということですね」

『そうです。そのようなステップで２ヶ月とい
う期限を割り出したのであれば良いのですが』
「そういわれてみれば、そのようなサイズ見積

もりは行われた形跡はありません」

『なるほど、プロジェクトの期限が１０ヶ月か
ら２ヶ月に縮まり、そこでの作業が要求仕様の
作成に単純化されたことで、妙な安心感のよう
なものを感じているのではありませんか？』

「それって、１０ヶ月のスケジュールは立てら

れないが、１週間のスケジュールなら書けると

いうのと似ているように思うのですが」

『そうです。まったく同じ錯覚です。２ヶ月に
期限が短くなったことで没頭しやすくなってい
るのでしょう。本質は何も変わっていないので
すが。だいいち、少し前まで要求仕様の完成状
態をイメージせず、サイズ見積もりもできな
かった人とたちが、要求仕様書を作成する作業
だけを切り離しただけで何が変わるのですか』
「結局、今までと同じように、２ヶ月で“仕上

げる”でしょうが、このあとスムースに設計作

業に入れるレベルになっていない可能性がある

ということですね」

『サイズを見積もることの意味をよく理解され
ていないようですからね。サイズなんて見積
もって何の意味があるのかと思っているのでは
ないですか？サイズ見積もりを省いたというこ
とは、“仕上がりの状態”をイメージしていな
いということですからね。何ができてくるか
やってみなければ分からないということです』
「この場合の“仕上がりの状態”というのは、

要求仕様書をその状態に書けていれば、この後

の設計作業に入れるという状態のことですね」

『そうです。結局、後半の主プロジェクトに
入ったところで、今までと同じように仕様の不
足を補うために設計仕様を書きかねません。
だって、少し前まで、そのような方法で作業を
進めてきた人たちですからね。そのようなやり
方が身に染み付いているはずですよ。PFDのよ
うなツールを使ってシミュレーションを繰り返
して身に染み付いたプロセスを洗い流している
のなら話は別ですが、そうでない限
り、簡単には実現しませんよ』
「要求仕様書を作成する作業だけを

切り離しても、サイズ見積もりを省

１週間単位のスケジュールの危険性についての

話が一段落したところで、カウンターの奥で聞

いていた客が話しの中に入ってきた。

「あのぉ、ちょっとよろしいですか？」

『はい、何でしょうか？』
「私も、ソフトウェア開発部門の責任者のよう

な役をやっている者ですが、先程から、１週間

単位のスケジュールの危険性についてのお話

を、失礼とは思いながら横で聞かせてもらいま

した。弊社でも同じような問題が起きていて、

やはり１週間単位にしてはどうか、という意見

が出ています。私自身はそのことに釈然としな

いものを感じていたのですが、書かないよりも

ましなのかという考えに傾いていたところで

す。この件は、先ほどの皆さんのお話を聞いて

参すっきりしました。参考にさせて頂きます」

『どうぞ、構いませんよ』
「ありがとうございます。ところでスケ

ジュールに絡んで一つ伺いたいのですが」

『いいですよ』

「実は、プロジェクトのスケジュールが立てら

れない原因を調べていく中で、サイズ見積もり

ができていないことが分かりました。そしてさ

らに辿っていくと、要求仕様の項目数が分から

ないから、という答えが返ってきました」

『スケジュールは何時立てていますか？』
「要求仕様書がある程度書かれたところで、以

降の作業のスケジュールを立てています」

『仕様の状態になっていない段階で見積りを急
いだのですね』
「そうです。見積もりを早く出さなければいけ

ないと言うこともあって、要求仕様書の内容が

中途半端な状態で見積もっていると思います」

『当然、その状態の要求仕様書では、この先の
見積もりの根拠にはならないでしょう』
「そうだと思います。それで最近提案されたの

が、要求仕様書を作成する作業とそれ以降の作

業を分けて計画してはどうかというものです。

要求仕様書がちゃんとできたところで、以降の

プロセスを見積もれば良いのではないかという

ことですが、これで良いのでしょうか？」

『お客さんはどう思いますか？』
「いちど、要求仕様書で見直しますので、以前

のようにはならないのかな、と思うのですが、

それでも何かスッキリしないのです」

『なるほどね。要求仕様書を作成するミニプロ
ジェクトのスケジュールが成果物の出来上がり
状態をイメージして、そこでイメージされたサ
イズ見積もりに基づいてきちんとたてるのであ
れば問題ありません。ところで、このミニプロ
ジェクトの納期が先に決まっていませんか？』
「はい、一つのプロジェクトでは、いちおう

２ヶ月という期限が設定されています」

『つまり、要求仕様書を作成する作業を全体か
ら切り離して、これだけを２ヶ月で仕上げて、
そこで確定した要求仕様書の項目数から設計以
降の作業を改めて計画するということですね』
「そうです」
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いている限り、そして最終の完成時期が決まっ

ている状態では、従来と全く同じことが起きる

ということですね」

『そうです。このことに早く気付いて対応しな
いと、対応方法を見失う危険があります』
「“見失う”とはどういうことでしょうか」

『うまくいかないことで、この問題を解決する
方法は存在しないと考えてしまう危険です』

「いったい、どうすれば良いのでしょうか？」

『仮説の段階（仕様化に取り掛かる前の段階）
で要求仕様書のサイズ見積もりが必要です』
「イメージを助けるために、要求仕様の完成状

態を少し書いてみても良いでしょうか」

『慣れないうちはその方が良いでしょう。最初
に要求仕様書の構成を決めて、そこで機能など
のカテゴリに分けて、その中で要求の項目数を
見積もり、さらにその要求の下に抽出される仕
様の項目数を見積もることです』
「その項目数から、作業の生産性を考慮して要

求仕様書を作成する工数を算出するのですね」

『そうです。その工数に対して何人で取りかか
るかで期限を決める方法と、２ヶ月で仕上げる
ために必要なリソースを最初から投入する方法
があります』
「最近読んだ“USDM”の表記法を使って、最

初に上位要求を押さえておけば、仕様化の作業

を分担しても混乱しないかも知れませんね」

『それが良いでしょう。問題はこのあとです。
こうしてイメージした“仕上がりの状態”に近
い要求仕様書が書かれたなら、ここから設計作
業以降のプロセスを具体的にイメージして、以
降のサイズ見積もりも省かないことです』
「その結果、最終納期に間に合わないかも知れ

ないということになりませんか」

『この段階で最終納期の見通しがつくことが重
要です。もし、算出された工数に対して、当初
に想定しているリソースでは期限が間に合わな
いとすれば、リソースの投入を増やすか、
機能をトレードオフすれば良いのです』
「でも、このとき上の方から“人は増やせ

ない”といわれることがほとんどです」

『さらに工夫を引き出すためにそのような
圧力をかけることはありますが、限度を超えた
圧力は逆効果だということに気付くべきです
ね。“姉歯事件”から学習すべきです。ところ
で、“人は増やせない”といわれて簡単に引き
下がるということは、確信がない状態で増員を
要求したということですからね』
「組織の責任者は、見積もりの資料が適切なも

のであれば、リソースの増員かトレードオフの

交渉を支援すべきということですね」

『その対応が必要なのですが。その責任者も、
サイズに基づく精度の高い見積もりをやったこ
とがないと、目の前に出された見積もり資料の
欠陥を見抜けないかも知れませんね』
「私自身が、ある意味でその判断をする立場に

なることもありますが、正直なところ、見積も

り資料の欠陥を見抜く自信がありません」

『その状況でしたら、お客さん自身が実際のプ
ロジェクトの中で取り組んで学習するか、『セ
ンターSQA』のような信頼できる人がいれば、
その人の意見を求めてみることです。もちろ
ん、両方を使うこともできます』　　　■

見積もれないからといって、要求仕様書を作成す
る作業だけを分離しても、仮説段階でサイズ見積
りを省いたのでは何の効果も得られない。
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そ
の
結
果
、
企
業
活
動
の
「
禁
じ
手
」
の

蓋
は
ほ
と
ん
ど
外
れ
て
し
ま
っ
た
状
態
に

あ
り
、
犯
罪
ま
が
い
の
企
業
活
動
も
増
え

る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
組
織
の
中
で
多
く
の

人
は
壊
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
一
方
、
一
〇
年
後
の
日
本
経
済
の
状
態

は
、
新
興
国
に
激
し
く
追
い
上
げ
ら
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
今
の
よ
う
に
教
育
に

必
要
十
分
な
資
金
が
回
さ
れ
ず
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
消
え
て
い
く

状
態
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
的
に
は

相
当
な
位
置
に
転
落
し
て
い
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。
選
挙
の
「
票
」
を
振
り
か
ざ

し
て
政
治
家
を
あ
や
つ
り
、
自
分
達
の
快

楽
を
手
に
し
続
け
る
為
に
大
事
な
税
金
を

横
取
り
す
る
仕
組
み
が
続
け
ば
、
こ
の
国

は
間
違
い
な
く
破
綻
す
る
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
こ
れ
か
ら
教
育
を
受
け
る
子
供
や
青
少

年
に
は
選
挙
の
「
票
」
は
与
え
ら
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
彼
等
は
自
分
達
の
将
来

を
「
声
」
に
し
て
政
治
に
反
映
す
る
手
段

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
大
人
が
代
弁
し
て
行
動
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
大
人
が
、
自
分
達
の
懐
を
増

や
す
こ
と
に
血
道
を
上
げ
て
大
事
な
税
金

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
こ
と
に
使
っ

た
の
で
は
、
国
の
将
来
は
な
い
。
教
育
に

投
入
し
た
資
金
は
何
倍
に
も
な
っ
て
返
っ

て
く
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
し

ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
新
興
国
で
あ

れ
ば
、
橋
や
道
路
は
経
済
を
活
性
化
す
る

役
目
を
果
た
す
が
、
す
で
に
日
本
で
は
そ

れ
は
達
成
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
以
上
は
投

資
の
効
果
が
上
が
る
状
態
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
の
ま
ま
で
は
間
違

い
な
く
日
本
の
経
済
的
地
位
は
低
下
す

る
。
教
育
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
し
ま
え

ば
、
世
界
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と

　
先
月
、
初
め
て
の
孫
が
生
ま

れ
た
。
下
の
子
供
も
昨
年
就
職

し
た
こ
と
で
「
子
育
て
の
責

任
」
は
終
わ
っ
た
思
っ
て
い
た

が
、
生
ま
れ
て
き
た
孫
の
顔
を

見
て
い
る
と
、
「
親
」
と
は

違
っ
た
立
場
で
こ
の
孫
が
育
っ

て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
責
任

が
生
じ
た
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。
「
こ
う
い
う
役
が
残
っ
て

い
た
の
か
」
と
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
私
の
二
人
の
子
供
が
生
ま
れ
た
時
は
一

九
八
〇
年
前
後
で
、
そ
の
時
、
二
〇
年
後

の
社
会
す
な
わ
ち
二
一
世
紀
初
頭
の
社
会

を
予
想
し
た
。
当
時
の
日
本
経
済
は
飛
ぶ

取
を
落
と
す
勢
い
が
あ
っ
た
。
あ
る
程
度

は
こ
の
勢
い
は
持
つ
だ
ろ
う
と
思
っ
た

し
、
少
子
化
や
高
齢
化
の
影
響
も
凡
そ
読

め
て
い
た
。
九
〇
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の
時

に
は
少
し
軌
道
修
正
が
必
要
だ
っ
た
が
、

だ
い
た
い
は
予
想
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。

一
方
、
社
会
の
方
は
「
核
家
族
」
の
延
長

線
で
「
個
」
の
行
き
過
ぎ
か
ら
連
帯
感
を

失
い
、
家
か
ら
出
れ
ば
危
険
が
一
杯
で
殺

伐
と
し
た
社
会
に
向
か
う
よ
う
に
感
じ
た

の
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
子
供

達
に
は
教
え
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
子
供
達
が
二
人
と
も
親
の
手
を
離
れ
た

こ
と
で
、
あ
と
は
自
分
達
夫
婦
の
老
後
の

計
画
や
、
私
自
身
の
「
老
計
」
と
「
死

計
」
を
考
え
る
番
と
思
っ
て
い
た
。
六
〇

歳
ま
で
に
私
の
持
っ
て
い
る
技
術
を
活
字
に

し
て
残
す
と
い
う
の
も
「
老
計
」
の
一
環
で

あ
る
。
だ
が
、
孫
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
そ
れ

だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
い

や
、
そ
の
こ
と
も
私
自
身
の
「
老
計
」
に
含

ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
直
し

て
二
五
年
前
と
は
違
っ
た
立
場
で
、
孫
の
二

〇
年
後
の
社
会
を
考
え
て
見
る
こ
と
に
し

た
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
一
九
九
九
年
か
ら
続
い
て
い
る
「
ゼ
ロ
金

利
」
政
策
と
、
「
ペ
イ
オ
フ
解
禁
」
の
長
刀

（
な
ぎ
な
た
）
に
よ
っ
て
、
預
貯
金
の
口
座

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
資
金
が
「
リ
ス
ク
」
の

世
界
に
流
れ
出
し
、
こ
れ
を
狙
っ
て
い
た
人

た
ち
の
手
に
渡
っ
て
彼
等
の
多
く
を
「
勝
ち

組
」
に
仕
立
て
上
げ
た
。
資
本
金
の
敷
居
を

低
く
し
て
企
業
化
を
容
易
に
し
、
株
式
上
場

の
条
件
も
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
に
緩
め
た

し
、
ネ
ッ
ト
証
券
の
設
立
条
件
を
緩
和
す
る

こ
と
で
、
株
式
市
場
に
資
金
が
集
ま
り
や
す

く
し
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
預

貯
金
の
口
座
か
ら
溢
れ
た
資
金
を
吸
い
集
め

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
勝
ち
組
と

負
け
組
も
こ
の
過
程
で
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
時
流
に
乗
っ
た
人
た
ち
が
生

ま
れ
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
こ
の
過
程
で
、
企
業
の
存
在
意
義
が
「
社

会
へ
の
貢
献
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
遊
離

し
、
単
に
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
組
織
に
変

質
し
た
。
一
旦
、
こ
の
よ
う
に
変
質
し
た
企

業
の
概
念
は
簡
単
に
は
戻
ら
な
い
だ
ろ
う
。

音音

　
今
日
の
日
本
社
会
の
混
乱
の
原

因
の
一
つ
が
「
自
由
」
を
履
き
違

え
た
こ
と
に
あ
る
。
「
自
由
」
を

正
し
く
教
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
社
会
に
し
た
。

　
自
由
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
自
己
の
意

志
に
反
し
て
誰
か
ら
も
指
示
さ
れ
な
い
こ
と

を
い
う
。
政
治
的
経
済
的
宗
教
的
に
拘
束
さ

れ
な
い
状
態
で
も
あ
り
、
行
動
自
身
も
自
己

の
人
格
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己
の
意
志
に
従
っ
た
行

動
に
よ
っ
て
、
他
人
の
自
由
を
束
縛
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
基
本
的
に
「
犯

罪
」
と
し
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。

　
当
然
、
他
か
ら
金
を
借
り
た
時
点
で
自
由

は
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
多
重
債
務
者

が
、
簡
単
に
騙
さ
れ
る
の
は
、
す
で
に
自
由

を
失
っ
て
い
て
自
律
的
な
行
動
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
小
泉
チ
ル
ド
レ
ン
」
と

は
難
し
く
な
り
、
仕
事
に
就
け
る
機
会
も
減

少
す
る
危
険
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
今
以

上
に
負
け
組
が
増
え
て
し
ま
い
、
社
会
は
一

層
不
安
定
に
な
る
。
「
遊
ぶ
金
が
欲
し
い
か

ら
」
と
い
う
身
勝
手
な
欲
望
の
た
め
に
、
人

の
権
利
は
簡
単
に
侵
害
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
す
で
に
預
金
ゼ
ロ
の
世
帯
が
全
世
帯
の
二

五
％
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
の
一
二

〇
〇
万
を
越
え
る
世
帯
の
預
金
が
底
を
突
い

た
の
で
あ
る
。
高
齢
者
の
世
帯
が
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
富
の
再
配
分
の
仕
組
み
が
見
直

さ
れ
な
い
状
態
で
は
、
い
っ
た
ん
預
金
ゼ
ロ

の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
厳
し

い
社
会
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
若
い
人
の
場
合
は
な
お
さ
ら
深
刻
な
問
題

に
な
る
。
仕
事
に
就
け
な
い
こ
と
で
人
は
壊

れ
て
い
く
。
仕
事
に
就
け
た
人
も
、
新
興
国

に
追
い
上
げ
ら
れ
、
コ
ス
ト
の
削
減
や
納
期

の
短
縮
が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が

高
い
が
、
初
等
教
育
の
過
程
か
ら
、
工
夫
す

る
こ
と
や
考
え
る
こ
と
、
継
続
し
て
学
習
す

る
習
慣
な
ど
を
身
に
付
け
て
い
な
い
状
態
で

は
、
時
代
の
要
求
に
応
え
ら
れ
ず
に
疲
弊
し

て
壊
れ
る
危
険
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
工
夫

は
今
の
学
校
教
育
の
場
で
は
身
に
付
か
な
い

だ
ろ
う
か
ら
家
庭
で
カ
バ
ー
す
る
し
か
な

い
。
こ
こ
に
爺
の
出
番
が
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
　
　
　
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　
困
っ
た
こ
と
に
今
の
社
会
の
仕
組
み
の
ま

ま
で
は
、
私
に
は
こ
れ
と
は
逆
の
状
態
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
二
〇
年
後

に
私
自
身
が
生
き
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、

ま
っ
た
く
の
「
老
婆
心
」
な
の
だ
が
。
◆

呼
ば
れ
る
人
た
ち
に
も
自
由
は
な
い
し
、
い

わ
ゆ
る
政
治
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
多
く

は
、
政
治
家
に
な
っ
た
時
点
で
自
由
を
失
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
安
岡
氏
は
こ
の
本
の
中
で
「
独

立
な
く
ん
ば
国
家
に
自
由
は
な
い
」
と
い

う
。
独
立
国
と
い
う
の
は
、
「
国
家
が
自
己

の
意
志
に
反
し
て
他
の
何
者
に
も
律
せ
ら
れ

ぬ
存
在
た
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
の
で

あ
る
。
そ
の
視
点
に
立
っ
て
見
渡
し
た
と

き
、
何
故
、
米
軍
の
グ
ア
ム
島
へ
の
移
転
費

用
を
日
本
国
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
さ
ら
に
、
一
九

九
三
年
か
ら
毎
年
、
米
国
か
ら
出
さ
れ
る

「
年
次
要
望
書
」
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
政

へ
の
介
入
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
建
築
基
準

法
の
変
更
や
郵
政
民
営
化
も
こ
こ
で
要
求
さ

れ
た
項
目
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
日
本
は
独
立

国
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

爺の老婆心爺の老婆心

「
自
由
と
は
自
己
の
行
為
が
自
己
の
人
格
に
其
の
原
因
を

有
し
、
何
等
他
に
律
せ
ら
る
る
こ
と
な
き
状
態
を
謂
う
」

　
　
　
　
　
　
（
安
岡
正
篤
「
日
本
精
神
の
研
究
」
よ
り
）

今月の一言


